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 論文審査結果の要旨
 ヤナギ科植物の発生学的研究として洞科の4属(Populus,Toisusu,Ohosenia,Salix)
 9種について胚のう形成の型がいずれも1胞子性8核のタデ型であることを確め,従来報告された
 ネギ型,レンプクソウ型は認められなかった。さらにポプラ属の1種で非珠孔受精(合点受精)が
 報告されており,これはGasuarina,Juglans,Ostrya等の比較的原始的植物群に見出されて
 おり,従ってヤナギ科が原始的な植物群であることを示す重要な証拠の1つとされていた。しかし
 一L記4属9種(2種のPopuius属を含む)ではいづれも花紛管は珠孔を通って胚のうに侵入する
 珠孔受粉であり,この点からヤナギ科の原始性は裏付けられないと結論した。
 次にヤナギ属(Saiix)の2亜属(原始ヤナギ亜属Protitea,真正ヤナギ亜属Euitea)
 では,腋芽の鱗片(芽鱗)の型に相違がある。前者では1箇の鱗片が向軸側で覆い重なる型
 (Promea型)であり,後者では頭巾状(横断面で輪状)の型(Euitea型)である。アフリカ
 産のProtiteaであるSahxsafsafの腋芽で,1箇の鱗片と向軸側中央に出る第1下出葉とがい
 ろいろの程度に癒合したものを見出し偏このことから花を包に生ずる腋出枝と見倣すならば,
 花部腺体は,少なくとも栄養枝で芽鱗を形成する前出葉α,βと第1下出葉rが構成に関与すると
 推論した。また2亜属間の雑種における芽鱗の型についてアルゼンチン産自然雑種Salixxarg-
 entinensisと日本産の人工雑種で研究した結果,Protitca(アルゼンチン産ではS.humbol-
 dtiana,H本産ではS.chaen㎝eloldes)を母とし,Euitea(数種)を父としたものは,芽
 鱗はすべて'母方のProt1tea型であった,,逆にProtiteaを父とし,Euiteaを母とするものは芽
 鱗はEUitea型か中間型(基部がEUitea型,先端部はPrOtitea型,移行部は縁辺癒合し向軸側
 中央部で深く折り紀たまれている)で,父方のProtitea型は見られなかった。
 以一ヒ,ヤナギ科の4属9種について脛のう形成がタデ型であること,珠孔受精を行なうこと,ヤ
 ナギ属の2亜属間に見られる芽鱗の型の相違が両亜属聞雑種にどのように現れるかを確かめプもこ
 れらの発生学的,器官学的知見はヤナギ科の分類学的問題解明にも寄与するところ大であると考え
 られる。よって木村中外氏提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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